
－ 762 －

水
みず

　野
の

　智
とも

　美
み

（愛 知 県）

博　　士（学　　術）

博　乙　第　2152　号

平成 17 年 10 月 31 日

学位規則第４条第２項該当

人間総合科学研究科
幼児に対する絵本の読み聞かせによる障害理解指導

氏　名（本籍）

学 位 の 種 類

学 位 記 番 号

学位授与年月日

学位授与の要件

審 査 研 究 科

学位論文題目

主　査　　筑波大学教授　　　教育学博士　　　　　　　　徳　田　克　己

副　査　　筑波大学教授　　　教育学博士　　　　　　　　新　井　邦二郎

副　査　　筑波大学教授　　　博士（心理学）　　　　　　庄　司　一　子

副　査　　筑波大学教授　　　博士（教育学）　　　　　　福　田　　　弘

副　査　　筑波大学教授　　　博士（医学）　　　　　　　高　橋　正　雄

【337】

論　文　の　内　容　の　要　旨

（目的）

　幼児に対する絵本の読み聞かせを活用した障害理解指導を行う上で有効となる教材及び介入方法を分析

し，家庭及び保育の場において実践可能であり，かつ効果のある障害理解指導の方法を提案する。

（対象と方法）

　第 2章の障害理解教材の適切性の分析に関しては，障害者が登場する絵本を出版社に対する調査を通じて

収集し，それらについて障害理解の専門家が障害理解教育の教材としての適切性を評価した。第 3章の絵本

の読み聞かせの活用に関する保護者及び保育者の意識調査では，幼児を持つ親，幼稚園に勤務する保育者を

対象にそれぞれに質問紙調査を行った。第 4章の絵本『さっちゃんのまほうのて』の障害理解教材の適切性

の分析に関しては，障害理解の専門家及び保育者のそれぞれが障害理解教材としての適切性を分析した。第

5章の『さっちゃんのまほうのて』の読み聞かせの活用に関する意識調査では，保育者を対象に質問紙調査

を行った。また，同絵本を用いた障害理解指導の際の読み聞かせをする際の子どもへの対応に関する調査で

は，保護者，保育者，保育者養成校の学生を対象にそれぞれ質問紙調査を行った。第 6章の障害理解指導の

効果の測定に関しては，幼児を対象に絵本の読み聞かせを行い，保育者が介入した後に，幼児に対する個別

面接調査を行った。

（結果）

　第 2章では，障害者が登場する絵本の内容を分析し，それらが幼児期の障害理解指導に適した教材となり

うるかについて障害理解の専門家が評価した。その結果，障害者が登場する絵本には，彼らの日常生活の様

子を紹介している作品が多く，マスコミなどで取りあげられるように，障害者がけなげに一生懸命に生きて

いる姿やがんばっている姿を描いたものはほとんどないことが確認できた。ただし，障害者の特性，障害者



－ 763 －

と接する際の配慮やマナーなどに関して，幼児が適切な認識を形成できるように説明されていると判断され

た作品は多くなく，幼児に対する障害理解教材として適していると評価された作品が少ないことを確認した。

　第 3章では，家庭及び幼稚園において障害者が登場する絵本がどの程度読み聞かせられているのか，また

今後読み聞かせる上でどのようなとまどいがあるかなどについて明らかにした。その結果，保護者，保育者

ともに障害者が登場する絵本を読み聞かせた経験のある者は少なく，特に保護者は意図的ではなく，偶然に

それらの本を手にして読み聞かせていた者が多いことが明らかになった。また，障害者が登場する絵本を読

み聞かせることについては，「どの絵本を子どもに与えたらよいのかわからない」，「子どもに障害について

質問を受けた時にうまく答えられるか心配である」という不安を保護者，保育者が抱いており，それによっ

て読み聞かせに消極的になっていることが確認できた。

　第 4章では，障害者が登場する絵本の中では最も発行部数が多く，家庭や幼稚園においてしばしば読み聞

かせられている絵本『さっちゃんのまほうのて』について障害理解の専門家の立場及び保育者の立場から障

害理解指導に適した教材であるかについて検討した。その結果，障害理解の専門家の立場から，幼児が障害

の状態を具体的にイメージできる説明と挿絵が載せられていること，文中で障害の原因や障害の永続性が適

切に表現されていることが高く評価され，幼児に対する障害理解指導の教材として適していると判断された。

また，保育者も「障害の状態を幼児がイメージしやすく表現している」，「障害の原因がわかりやすく書かれ

ている」，「障害児が身近に感じられるように書かれている」，「障害の永続性がわかりやすく説明されている」

という点で高く評価し，障害理解指導に適した教材であると判断した。

　第 5章では，『さっちゃんのまほうのて』を保育者に実際に読んでもらい，この絵本の読み聞かせを活用

した障害理解指導に関する意識を尋ねた。その結果，保育活動の中で機会があれば取り入れたいと考える保

育者がほとんどであることが確認できた。ただし，保育経験の長短に関係なく，この絵本を読み聞かせる際

に，「子どもにどのように指導したらよいのかわからない」，「子どもの質問に適切に答えられるかどうかが

わからない」という不安が高いことが明らかになった。今後，保育経験の長い者にも，改めて障害理解指導

とは何か，幼稚園ではどのように進めればよいのかについて具体的な方法を学ぶ機会を設けていかなければ

ならないことが示唆された。

　また，『さっちゃんのまほうのて』を子どもに読み聞かせた際に子どもから尋ねられることが多く，かつ

幼児期に必要とされる障害理解指導の内容に関係する「なぜ主人公には指がないのか」，「良い子にしていれ

ばいつか指がはえてくるのか」の 2つの問いに対して幼児のいる保護者，保育者，保育者養成校の学生（以下，

保育学生）がどのように回答するのかを明らかにした。「なぜ主人公には指がないのか」については，絵本

の中で説明されていたように「母親のお腹の中でけがをした」と回答する者が多かったが，中には「魔法使

いに魔法をかけられた」，「悪魔に食べられた」と答える者も少なくないことが確認された。さらに，「良い

子にしていればいつか指がはえてくるのか」については，保護者，保育者，保育学生の三者ともにいつか指

がはえてくることを子どもに期待させる発言をする者が少なからずいることが確認された。

　第 6章では，『さっちゃんのまほうのて』の読み聞かせ後に「障害の永続性」，「障害者のもつ能力」に焦

点をあてた 2種類の指導内容を用意し，それぞれの指導を受けた幼児の障害に関する認識を比較することに

よって効果を測定した。障害の永続性を強調した指導を受けたグループの子どもは，そのような指導を受け

ていないグループの子どもに比べて「（たとえ）主人公が良い子にしていたとしても，指ははえてこない」

と考える傾向が強く，行為の善悪にかかわらず障害が永続することを学習できていた。一方，「障害のある

人も工夫をすれば自分たちと同じように生活することができる」ことを強調した指導を受けたグループの子

どもはその指導を受けていない子どもよりも，どのようにすれば一緒に遊ぶことができるかについて具体的

に考えることができるようになっていることが確認できた。



－ 764 －

（考察）

　幼児を対象にした障害理解指導を行う際には，障害に関するファミリアリティを向上させるとともに，障

害者と自分との違い，障害者のもつ能力，障害の永続性などを学ばせることを指導内容に含めなければなら

ないことが確認された。また，幼児が障害に関して適切な認識を形成するために，今後，障害理解指導に有

効な教材とその介入方法について具体的に保育者や親に対する情報提供する場を設ける必要であることが示

唆された。

審　査　の　結　果　の　要　旨

　幼児を対象に行った障害理解に関する研究については我が国ではほとんど手をつけられておらず，本論文

においてそのテーマに意欲的に取り組んでいる点を高く評価することができる。

　また，幼児の障害理解指導の教材として活用できる絵本の収集とそれらの詳細な分析，専門家による評価

などはオリジナリティの高い内容であり，今後，障害理解教育を推進していく上での重要な資料を提供して

いると思われる。さらに，親や保育者が取り組みやすい絵本の読み聞かせを手法として用いていることは，

どの家庭においても，またどの幼稚園・保育所においても実践ができるという点において意義が大きく，研

究の結果を教育現場に還元することにつながるものである。

　本論文には読み聞かせ方法のバリエーションの提示など，さらに論及すべきである点がないわけではない

が，それらを次の研究課題としてとらえるならば，本論文はまとまりのあるレベルの高い研究論文であると

判断できる。

　よって，著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




